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資料９



 

  

農家の就農者が高齢化し、担い手がいなくて耕作放棄地が急

速に増えてきている。 

このため、害獣が民家近くに出没し農作物の被害が発生して

いる。 

                                                   

田内伸一 ７ 

除草による放棄地の減少 

農業の担い手が増えればよいが、放棄地の除草をするだけで営

農はしない選択肢もあり、所有者または所有者から委託を受け

た者が除草目的の補助金を受ける仕組みを考えていく。 

（例）毎年、年間の除草計画を提出させ除草単価を設定し、実

施した写真を添付した報告書を提出し、確認後に除草面積に応

じた補助金を支払う。 

 

９ 
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７ ９ 田内伸一 

ダイキンアレスの海外からの研修生が青谷町内で買い物やジ

ョギング、散歩をしているが、外国語表記の看板や地図が無

い。 

                                                   

・外国語表記の案内板の設置やパンフレットの作成 

・海外からの研修生と地元地域の交流 

青谷町内の外国語表記の案内板やパンフレットを作成し、青谷

町民とのコミュニケーションを図る。 

また、各国からの研修生と青谷町内の子供たちの交流の場を設

け子供たちの視野を海外まで広げていく。 

海外からの研修生も張詰めたプログラムの中に地域との交流と

いう項目を設けて、和やかな雰囲気の中で研修をしてもらう。 
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青谷地域振興未来会議 地域課題提案書 

提出日 令和７年７月５日  提案者 浦島 考雄 

 

① 提案の背景、現状 

４月より駅前区の民生委員を行い、単身の高齢者にセンサーライトを配布した。その際に、この数年で、

駅前にあった居酒屋が店を閉めたり、店のスタッフが体調を崩す中で、集まれる場所がなくなって寂し

いという声を聞いた。青谷町で、仲間と夕方に集まって飲食が出来る店が、少なくなってしまった現状

がる。 

 

② 解決したい課題 

地域に住んでいる方が夕方に集って、飲食をしながら会話をして、ストレス発散やリラックス出来る場

所を作りたい。集まる場所があれば、そこで年齢を越えての交流ができて、活気が生まれると思う。世

代を超えて交流出来る場所があれば、地域の年配者からアイデアや知識を若者がもらえる。また、若者

は、年配者の課題や意見を聞くことで、町の課題に向き合う事が出来る。 

年代を越えて交流をはかり、活気が生まれる町づくりを目指したい。 

 

③ 課題解決のための具体案 

こども食堂が全国に展開されているが、おとな食堂があっても良いのでと考える。３ヶ月に１回程度開

催し、飲食（アルコールも含む）を食べながら、世代間を越えた交流が出来る。漠然と開催するのでは

なく、地域の課題、困り感などをキーワードに話を行い、町民が我が町の課題や発展に考える場所があ

ってはどうだろうか。 

アルコールを飲むことによってトラブルのリスクがある為、ルールを決めて、そこで他者の批判はせず、

お互いに楽しむ事をルールとする。ルールから逸脱し、批判、暴言を吐く方がいれば、退場してもらう。 

町を活性化する場所として考えていきたい。 

店の交渉としては、つばさベーカリー等に相談する。または、カラオケ喫茶弥生に交渉する。 
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